
 

 

 

「市長と語る会（南地区）」開催報告 

 

 

１ 日 時  令和７年６月２７日（金）  

１８：３０～２０：１０  

２ 場 所  南公民館 

３ 対象者  主に南地区 

４ 参加者  ２３人  

 

５ ご意見     

意見 内容 

Uターン者の住居と空き家に

ついて 

・Uターンする人の単身住まいの確保が必要。 

・市内空き家の現状や活用の方向性を知りたい。 

人口減少の最大要因について ・人口減少の原因を分析して、最も大きな理由は何か。 

地域に足を運ぶ場づくりにつ

いて 

・市長の話を聞いて明るい感じがした。 

・我々団塊世代が前向きになれる政策を示してほしい 

子どもの減少と地域の居場所

について 

・子どもが減って地域行事が続けにくくなっている 

・敦賀市には子育て支援施設が充実しておりありがた

い。今後も継続してほしい。 

高校生と行政の連携について ・高校生の活動の元気さを行政にも生かしてほしい 

駅前への企業誘致と拠点整備

について 

・駅前に企業が集まる仕組みをつくってほしい 

・敦賀市は原子力発電に依存してきたため、企業誘致が

遅れたのではないか。市長が企業との関係づくりを積極

的に進めてほしい。 

敦賀の住みやすさと資産活用

について 

・人口増に悩む国々を巡って生きてきたので、人口が少

ないことを快適に感じており、少数精鋭の育成など、敦

賀は住みやすいと思う。 

・今ある敦賀市の資産を見直し、活かしてほしい。 

人口減少と高齢化による介護

の不安や施設不足について 

・人口減少や高齢化により、介護の不安が強まっている。 

・老人ホームの数が少ない。解決策をお願いしたい。 

高齢者の生活支援について 
・年金だけで生活していけない人は、市が補助してくれ

るのか。 

外国人労働者の受け入れにつ

いて 

・人手不足が深刻であり、建設業と介護の現場で外国人

労働者が増えている。 

・市として何か推進しているのか。 

若者の定着と大学誘致につい

て 

・高校生は地域で活躍しても進学で市外に出る。 

・大学誘致など若者が戻る仕組みを考えているか。 

民生委員や福祉委員の負担増

と体制について 

・独居の高齢者が増加しており、民生委員や福祉委員の

負担が増加している。 

・現行の体制では限界がある。 

原子力防災について 

・原子力施設への攻撃リスクがある中で、日本は防衛体

制が弱いと感じる。原子力災害において住民を守ること

についての考えを聞きたい。 

敦賀港の活用について 
・敦賀は港町。今後の敦賀港の活用について、市として

の考えはどうか。 

 


